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杉並区総合計画・実行計画の一部修正（案）など、パブリックコメント実施中 日本共産党杉並区議団の見解 

 

■パブコメ実施中の案件について 

1. 杉並区総合計画等の一部修正案 ※以下の 6 計画を含みます 

 杉並区総合計画 

 杉並区実行計画（第 2 次） 

 杉並区区政経営改革推進計画（第 2 次） 

 杉並区協働推進計画（第 2 次） 

 杉並区デジタル化推進計画（第 2 次） 

 杉並区区立施設マネジメント計画（第 1 期）・第 1 次実施プラン 

2. 杉並区保健福祉計画／杉並区健康医療計画の改定（案） 

3. 杉並区多文化共生基本方針（案） 

4. 杉並区子どもの居場所づくり基本方針（案） 

5. 杉並区景観計画改定案 

6. 杉並区建築物への再生可能エネルギー利用設備の設置の促進に関する計画（案） 
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１．杉並区総合計画－実行計画（２次） 

取り組み 修正の観点 主な修正箇所 党区議団の見解 

防犯・防災 みんなでつくる、災害に強く、犯罪を生まないまち 

施策１ 

強くしなやかな

防災・減災まち

づくり 

６ 

無電柱化の推進 

 

 

 

ページ１,２ 

2024 年度に改定予定だった「無電柱化推

進方針」が 2026 年度の改定に修正。 

能登半島地震を受けて東京都が「東京

都・区市町村無電柱化検討会議」を発足

し、無電柱化の計画を 2025 年度に改定

する考えを示したため。 

無電柱化推進方針 

 2024 年度 2025 年度 2026 年度 

現行 改定 運用 運用 

修正案 検討 検討 改定 
 

現在の「杉並区無電柱化推進方針」は原則道幅６ｍ以

上の道路を対象に行うことになっている。そのため、

都市計画道路補助 221 号線は拡幅しないと無電柱化

ができないとし、拡幅と同時に無電柱化を行うとし

ている。しかし、練馬区や京都市など全国では道幅６

ｍ以下でも無電柱化を進めている自治体がある。防

災のための無電柱化を推進するのであれば、道幅６

ｍ以上に限定することなく、区内道路の無電柱化を

進めるための検討を行っていくべき。 

 

 

取り組み 修正の観点 主な修正箇所 党区議団の見解 

環境 みどり 気候危機に立ち向かい、みどりあふれる良好な環境を将来につなぐまち 

施策９ 

質の高い環境を

将来につなぐ気

候変動対策の推

進 

１ 

創エネルギー事

業の推進 

 

ページ３,４ 

昨今の猛暑や光熱費の高騰等により、区民

からの助成申請が計画件数を想定以上に

上回っていることを踏まえて、助成件数を

拡充する。 

再生可能エネルギー等の導入助成の件数増 

 2024 年度 2025 年度 2026 年度 

現行 800 件 800 件 800 件 

修正案 800 件※ 1620 件 1620 件 

※2024 年度は、第３回定例会で補正予算を組み、

1250 件へ拡充。予算上限に達したため 11 月６日で

終了。  

気候変動対策を進めると共に光熱費高騰から区民生

活への負担軽減にも資する取り組みであり、助成申

請件数を増やることは重要。 

さらなる拡充が求められる。 

 

 

施策９ 

質の高い環境を

将来につなぐ気

候変動対策の推

進 

２ 

省エネルギー対

策の推進 

 

ページ５,６ 

昨今の猛暑や光熱費の高騰等により、区

民からの助成申請が計画件数を想定以上

に上回っていることを踏まえて、助成件

数を拡充する。 

 

 

 

断熱改修等省エネルギー対策助成の件数増 

 2024 年度 2025 年度 2026 年度 

現行 780 件 780 件 780 件 

修正案 780 件※ 1180 件 1180 件 

※2024 年度は、第３回定例会で補正予算を組み、

830 件へ拡充。予算上限に達したため 11 月６日で

終了。 

気候変動対策を進めると共に、住宅の窓断熱や高日

射反射率塗装などの導入助成の申請件数を増やすこ

とは重要。 

さらなる拡充が求められる。 

 

2050 年のゼロカーボンシティ実現に向けて、目標の

上方修正が求められる。 
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施策１１ 

グリーンインフ

ラを活用した都

市環境の形成 

4 

みどりの質を高

める 

 

ページ７,８ 

「杉並区みどりの基本計画」については、

令和 6 年度（2024 年度）の改定に向けて

準備を進めてきたが、今日の記録的な猛暑

といった気候変動への対応やグリーンイ

ンフラの具体的な導入手法等についても

取り込んでいくことが適当と考え、専門的

な知見に基づく検討を行うとともに、広く

区民から意見聴取することとし、改定年度

を変更する。 

「杉並みどりの基本計画」の改定年度変更 

 2024 年度 2025 年度 2026 年度 

現行 改定 運用 運用 

修正案 検討 改定 運用 

 

 

気候変動への対応、グリーンインフラの導入は、善福

寺川の治水対策に重要。（水害対策） 

 

 

「杉並区景観計画の改定」においても、気候変動への

対応、グリーンインフラの導入は重要。 

 

5.杉並区景観計画改定案も参照 

 

取り組み 修正の観点 主な修正箇所 党区議団の見解 

健康・医療 「人生 100 年時代」を自分らしく健やかに生きることができるまち 

施策１２ 

いきいきと住み

続けることがで

きる健康づくり 

１ 

区民と進める健

康づくりの推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 6 年度（2024 年度）を始期とする、

国の健康日本 21（第三次）及び東京都健

康推進プラン 21（第三次）を受けて、各ラ

イフステージにおける健康づくりに着目

することとし、成人期や女性の健康づく

り、一人ひとりが自ら健康づくりの意識を

高めて主体的に取り組む観点を追加する。 

 

 

「東京都健康推進プラン 21（第三次）」及

び「東京都がん対策推進計画」において新

たに示された数値目標を踏まえ、施策指標

の目標値を上方修正する。 

 

 

【施策の現状と課題】に以下を追加。 

将来の健康状態を良好に保つためには、成人期から

健康づくりの意識を高め、自ら行動することが重要

です。また、女性の社会進出が進む中で、各ライフ

ステージにおける心身の変化から生じる女性特有の

健康問題を解決するために、相談体制の充実や、自

らの健康に対する意識付けを促す必要があります。 

 

【計画最終年度の目標】に以下を追加。 

一人ひとりが健康づくりに関する様々な情報を

SNS 等で容易に入手し、健康アプリ等を活用しな

がらライフステージに応じた健康づくりに主体的に

取り組むことなどによって、健康寿命が延伸されて

います。また、様々な女性の健康課題に関する相談

体制が整っています。 

 

がんの７５歳未満年齢調整死亡率を修正 

目標値 8 年度（2026） 12 年度（2030） 

現行 男 72.1 

女 51.8 

男 67.9 

女 49.2 

修正案 男 67.8 

女 50.9 

男 57.4 

女 49.2 

成人期や女性の健康づくりの推進 

国・東京都の健康推進に係る方針に基づき、各ライフ

ステージにおける位置づけが明記され、数値目標が

上方修正されたことは重要。 

 

 

 

 

併せて、杉並区保健福祉計画／杉並区健康医療計画

の改定（案）において、各ライフステージにおける課

題と対策、女性の健康問題等が位置付けられている。 
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ページ 9～14 

 2025 年度 2026 年度 

現行 記載なし 記載なし 

修正案 健康アプリ 

検討・実施 

女性の健康 LINE

相談拡大・実施 

健康アプリ 

実施 

女性の健康 LINE

相談実施 
 

 

 

 

 

 

 

 

２.杉並区保健福祉計画／杉並区健康医療計画の改定（案）も参照 

 

取り組み 修正の観点 主な修正箇所 党区議団の見解 

福祉・地域共生 すべての人が認め合い、支え・支えられながら共生するまち 

施策１４ 

人権を尊重する

地域社会の醸成 

２ 

男女共同参画の

推進 

 

 

 

 

 

ページ 15,16 

令和 6 年度（2024 年度）に「ジェンダー

平等に関する審議会」を設置したことか

ら、「ジェンダー平等に関する審議会」の

「設置・運営」と「審議会の答申を踏まえ

た取組」を追加する。 

ジェンダー平等に関する審議会 

 2024 年度 2025 年度 2026 年度 

現行 記載なし 記載なし 記載なし 

修正案 ジェンダー

平等に関す

る審議会 

設置・運営 

ジェンダー

平等に関す

る審議会 

運営 

 

審議会の答

申を踏まえ

た取組検討 

 

 

 

 

 

審議会の答

申を踏まえ

た取組実施 
 

ジェンダー平等の推進のため、条例制定を見据え、審

議会条例が可決したことは重要。 

審議会によって施策が推進されていくため、多様な

意見を踏まえたうえで議論がされるよう全８回の審

議会内容を注視していくことがさらに求められる。 

施策１４ 

人権を尊重する

地域社会の醸成 

３ 

性の多様性が尊

重される地域社

会の実現 

 

 

 

ページ 17,18 

パートナーシップ制度について、令和 7 年

度（2025 年度）に予定している「ジェン

ダー平等に関する審議会」の答申を踏ま

え、見直しに向けた検討を行うこととした

ため修正する。 

パートナーシップ制度 

 2025 年度 

現行 パートナーシップ制度検討結果に

基づく運用 

修正案 パートナーシップ制度運用・見直

しに向けた検討 
 

パートナーシップ制度が、幅広い区民等の意見や審

議会の答申を踏まえて運用見直しに検討されること

は重要。 
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施策１５ 

地域の支え合い

と安心して暮ら

せる体制づくり 

2 

生活困窮者やひ

きこもり等への

自立支援体制の

充実 

 

ページ 19,20 

令和 6 年度（2024 年度）に策定する「杉

並区子どもの居場所づくり基本方針」を踏

まえ、主に要支援世帯の子ども 

を対象とした学習等支援事業の実施場所

を区内複数か所にするとともに、実施回数

を拡充する。 

 

子どもの学習等支援事業の回数を上方修正 

 2025 年度 2026 年度 

現行 実施 48 回 実施 48 回 

修正案 実施 144 回 実施 144 回 

 

 

 

「杉並区子どもの居場所づくり基本方針」の踏まえ、

子どもの進学支援を含む学習支援や社会性の習得に

向けた支援について、学習等支援事業の実施回数が

上方修正されたことは重要。 

4.杉並区子どもの居場所づくり基本方針（案）も参照 

施策１６ 

高齢者とその家

族が安心して暮

らせる体制づく

り 

６ 

高齢者いきがい

活動の充実 

 

ページ 21,22 

高井戸東保育園とゆうゆう高井戸東館の

現地改築に向けて、設計に着手することに

伴い修正する。 

ゆうゆう館の運営 

 2025 年度 2026 年度 

現行 ゆうゆう館の運営 ゆうゆう館の運営 

修正案 ゆうゆう館の運営 ゆうゆう館の 

運営・改築 

設計 0.5 所 
 

区立施設マネジメント計画のもとで、地域住民が参

加するワークショップを実施し、住民意見を計画に

反映。住民意見に基づき、ゆうゆう高井戸東館の存置

が示されたことは重要。 

杉並区区立施設マネジメント計画（第 1期）・第 1次実施プランも参照 
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取り組み 修正の観点 主な修正箇所 党区議団の見解 

子ども すべての子どもが、自分らしく生きていくことができるまち 

施策１８ 

子どもの権利を

尊重し育ちを支

え る 環 境 の 整

備・充実 

 

新１ 

子どもの権利が

尊重される地域

社会の実現 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ページ 25～28 

令和 7 年（2025 年）第

1 回区議会定例会に提

出予定の「（仮称）杉並

区子どもの権利に関す

る条例」に基づき、子ど

も施策を総合的に推進

するため、施策 18-1「子

どもの権利擁護の推進」

と施策 18-2「子どもの

意見表明・参画の推進」

を統合するとともに、

「相談・救済機関の設

置」の取組を追加する。 

 

令和 6 年度（2024 年

度）に実施した区民意向

調査により現状値を把

握したことから、現状値

及び目標値を設定する。 

現行  子どもの権利擁護の推進 

    子どもの意見表明・参画の推進 

        ↓ 

修正案 子どもの権利が尊重される地域社会の実現 

 

子どもの権利について知っている区民の割合について、数値

目標等を設定。 

 現状値 2026 年度 2030 年度 

現行 — 上昇 上昇 

修正案 33.8 36.0 40.0 

 

文言を追加 

「（仮称）杉並区子どもの権利に関する条例」を制定し、条

例に基づく取組を進めていきます。子どもの権利について、

広く普及啓発に取り組むとともに、子どもが自分の思いや考

え、意見を表明できる環境を整え、社会的活動に参画する機

会を確保していきます。また、子どもの権利の保障と権利侵

害に関する相談と救済の仕組みを整えていきます。 

 

相談救済機関の設置 

 2025 年度 2026 年度 

現行 記載なし 記載なし 

修正案 相談救済機関の設置 

準備・実施 

談救済機関の設置 

実施 
 

子どもの権利に関する条例の制定を見据え、子どもの権利擁護

に関する審議会での議論を反映。 

子どもの権利の普及啓発、子どもの意見表明ができる環境整

備、社会的活動への参画等、より具体的な方針が示された。 

子どもの権利保障と権利侵害に関する相談救済機関の設置が

位置付けていることも重要。 
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施策 19 

子どもの居場所

づくりと育成支

援の充実 

１ 

より良い子ども

の居場所づくり

の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「杉並区子どもの居場

所づくり基本方針」を踏

まえ、全面的に修正。 

 

「杉並区子どもの居場

所づくり基本方針」に基

づき、これまでの児童館

再編の考え方を見直し、

現在ある25の児童館を

存置し、令和 9 年度

（2027 年度）までに順

次、機能の強化を図る。 

 

現在、中学校区に児童館

がない地域では、今後、

他の区立施設との併設

等を前提に、新たな児童

館７館の整備を検討す

る。 

 

中・高校生の居場所は、

児童館のうち 7 館（7 地

域に各 1 館）を「中・高

校生機能優先館」に位置

づけ、当事者である中・

高校生の意見を聴きな

がら、強化する機能の詳

細を検討、令和 9 年度

（2027 年度）から順

次、移行することを目指

す。 

 

小学生の居場所として

小学校施設を活用して

実施している放課後等

居場所事業は、令和 9 年

度（2027 年度）までに、

杉並区子どもの居場所づくり基本方針を踏まえ全面的に拡充 

 2025 年度 2026 年度 

現行 記載なし 記載なし 

修正案 児童館 25 館 

機能強化 

検討・実施 

 

中・高校生機能 

優先児童館の整備検討 

 

 

 

小学生の放課後等 

居場所事業 実施 

新規 3 所 

（累計 20 所） 

事業の充実 検討 

 

日曜日・祝日の 

校庭開放 実施 

 

小学校始業前の朝の居

場所 検討・実施 

 

子ども・子育てプラザ

7 所 

小学生タイム 拡充 

 

中・高校生の居場所 

児童青少年センター 

（ゆう杉並）の充実 

実施 

  

コミュニティふらっと

での新たな居場所実施 

新規 1 所 

（累計 2 所） 

児童館 25 館 

機能強化 

検討・実施 

 

中・高校生機能 

優先児童館の整備検討 

 

児童館の新規整備検討 

 

小学生の放課後等 

居場所事業 実施 

新規 10 所 

（累計 30 所） 

事業の充実 検討 

 

日曜日・祝日の 

校庭開放 実施 

 

小学校始業前の朝の居

場所 実施 

 

子ども・子育てプラザ

7 所 

小学生タイム 実施 

 

中・高校生の居場所 

児童青少年センター 

（ゆう杉並）の充実 

実施 

 

コミュニティふらっと

での新たな居場所実施 

（累計 2 所） 

 

当事者である子どもたちや地域関係者から広く意見を募り、意

見交換を重ねながら「杉並区子どもの居場所づくり基本方針」

を策定したことは重要。 

 

児童館 25 館の存置と７館増設が打ち出された。元々の児童館

は 41 館だったが、25 館へ減少していた。今後、32 館まで復

活することになる。児童館全館廃止方針を見直し、新設方針が

示されたことは画期的変化。 

一方、既に児童館が廃止されたエリアとの地域偏在が発生して

いるため、これまでと同規模となる小学校区に１館が望まし

い。地域の児童館等の配置バランスも含めた検証が必要。 

地域偏在が発生している地域では小規模児童館や移動児童館

等、アウトリーチ型事業も検討が必要。 

 

中高生機能を優先児童館は中高生の居場所を確保するために

も重要。開館時間の延長や Wi-Fi 環境の整備等、中高生が集ま

りやすい環境整備が必要。運用にあたっては、小学生等の利用

を制約することなく機能強化することが必要。 

 

子どもの居場所の拡充や地域の子どもの居場所ネットワーク

の構築に向けて、これまで以上に児童館職員（福祉職）の専門

性が求められており、職員確保を進める必要がある。児童館は

直営での運営が必要。 

 

児童館の新設については用地確保が困難なため、他施設との併

設や複合化が前提となっているが、民有地の取得等、あらゆる

用地の確保も視野に検討を進めるべき。 

 

小学生の放課後等居場所事業の実施を進めることで、子どもた

ちの居場所の選択肢が拡大するため重要。放課後の居場所が拡

充することで学童クラブ過密化に対する一定の効果も期待で

きる。児童数の増加に伴い、空き教室等が不足しているため教

育現場の負担とならないよう配慮も必要。 

 

校庭開放の充実は重要。これまでの放課後等居場所事業の実施

に伴い、校庭開放が廃止されている状況があり、地域の実情に

応じて、校庭開放の復活が必要。校庭開放指導員の確保も必要。 
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ページ 29,30 

すべての小学校に段階

的に拡充する。令和 9 年

度（2027 年度）の全校

実施に合わせて、諸室の

利用拡大や新たにおや

つの提供を行う等、事業

のより一層の充実を図

る。 

 

公園や図書館、集会施

設、スポーツ施設などの

多世代の区民を対象と

する一般区民施設につ

いても、今後、子どもの

意見を聴きながら、可能

な限り、子どもの居場所

としての充実を図る。 

公園等の一般区民施設

を活用した子どもの居

場所の充実 

実施 

公園等の一般区民施設

を活用した子どもの居

場所の充実 

実施 
 

小学校始業前の朝の居場所の確保についても、見守りスタッフ

の確保が困難となっており、要員の確保が重要。 

 

子ども子育てプラザの夕方利用等については、乳幼児の利用が

減少する傾向がある一方、小学生が放課後利用できる居場所が

限られているため、小学生タイム（小学生利用）の拡充は重要。 

プラザ利用は乳幼児に限定せず、小学生の兄姉も含めて柔軟な

運営が必要。 

 

施策２０ 

安心して子育て

できる環境の整

備・充実 

２ 

地域における子

育て支援体制の

充実 

 

 

ページ 31,32 

「杉並区子どもの居場

所づくり基本方針」を踏

まえ、子ども・子育てプ

ラザの運営及び乳幼児

親子の居場所に係る取

組を修正する。 

 

一部の児童館において

令和 9 年度（2027 年

度）を目途に日曜日開館

を実施することにより、

乳幼児親子が気軽に安

心して利用できる居場

所の充実を図る。 

杉並区子どもの居場所づくり基本方針を踏まえ修正 

 2025 年度 2026 年度 

現行 記載なし 記載なし 

修正案 子ども・子育てプラザ

の運営 7 所 

機能の充実 

検討・実施 

 

乳幼児親子の居場所 

充実 

 

子ども・子育てプラザ

の運営 7 所 

機能の充実 

検討・実施 

 

乳幼児親子の居場所 

充実 

 
 

児童館の日曜日開館を実施することは重要。 

特に、プラザの配置が薄い高井戸地域の児童館２館を日曜日も

開館することは必要。 
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施策２０ 

安心して子育て

できる環境の整

備・充実 

５ 

学童クラブの整

備・充実 

 

 

ページ 37,38 

「杉並区子どもの居場

所づくり基本方針」を踏

まえ、学童クラブの整備

に係る取組を修正する。 

 

大規模学童クラブでの

育成環境の向上に向け

た取組を検討・実施す

る。 

  

2025 年度 

小学校に近接するスペースを活用した学童クラブの整備 

新規 1 施設（累計 6 施設） 

 

「杉並区子どもの居場所づくり基本方針」において、学童クラ

ブの大規模化への対策として、150 人程度を目安に 2 クラブ

相当の人員配置を進めることは重要。 

一方、学童クラブの大規模化・過密化は課題であり、地域の状

況に応じて、第二学童クラブの設置等を進める必要がある。 

当面、大規模化が解消しない期間においては、育成室の環境整

備等を進める必要がある。 

 

 

４.杉並区子どもの居場所づくり基本方針（案）も参照 

杉並区区立施設マネジメント計画（第 1期）・第 1次実施プランも参照 

 

取り組み 修正の観点 主な修正箇所 党区議団の見解 

学び 共に認め合い、みんなでつくる学びのまち 

施策２３ 

多様なニーズに

応じたきめ細か

な教育の推進 

４ 

不登校児童・生

徒支援体制の整

備 

 

ページ 39,40 

天沼中学校の改築に合わせて、さざんかス

テップアップ教室を校内に併設すること

に伴い修正する。 

 

さざんかステップアップ教室の運営・整備 

 2025 年度 2026 年度 

現行 さざんかステップ

アップ教室の運営 

さざんかステップ

アップ教室の運営 

修正案 さざんかステップ

アップ教室の運

営・整備 

運営 

設計 0.3 ヵ所 

さざんかステップ

アップ教室の運

営・整備 

運営 

設計 0.3 ヵ所 
 

①校内別室指導支援事業の実施については、各校ボ

ランティアの謝礼を補助することになったことは重

要だが、学校によってボランティアが集まっていた

りいなかったりするため、人員確保と配置をどの学

校でもおこなってほしい。 

②学びの多様化学校（旧不登校特例校）は既存の中学

校の分教室という形で開校することも可能である。

杉並区でも不登校児童生徒がコロナ禍前から倍増し

ている実情を鑑み、早急に場所の確保をおこなうこ

とが必要だと考える。 

施策２４ 

身近に活用でき

る教育環境の整

備・充実 

２ 

区立小学校の増

改築 

ページ 41,42 

西宮中学校の改築スケジュールの見直し

に伴い修正する。 

西宮中学校の改築スケジュール 

 2025 年度 2026 年度 

現行 西宮中学校 

0.3 校 

西宮中学校 

0.7 校 

修正案 西宮中学校 

0.1 校 

西宮中学校 

0.4 校 
 

区立施設マネジメント計画の見直しにおいて、地域

でワークショップを実施。住民意見を踏まえて、見直

しを実施した。 

杉並区区立施設マネジメント計画（第 1期）・第 1次実施プランも参照 
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施策２６ 

多様な地域活動

への支援 

１ 

地域活動団体へ

の支援 

 

 

ページ 43,44 

協働提案制度について、区政参画の促進と

地域の課題解決力の向上を図る、より実効

性のある制度にしていくため、令和 7 年度

（2025 年度）から新規募集を一時休止の

上、公民連携プラットフォームを活用した

新たな仕組みを検討することとし、修正す

る。協働提案制度は令和 6 年度（2024 年

度）に採択した案件がないことから、令和

8 年度（2026 年度）の取組を修正する。 

公民連携プラットフォームを活用した新たな仕組み

を検討 

 2025 年度 2026 年度 

修正案 新たな仕組みの検

討 

新たな仕組みの実

施準備 
 

協働提案制度からより区政参画の促進や、地域の課

題解決力の向上を図り、より実効性のある制度とし

て新たな取り組みを検討し実施準備していくことは

地域にとっても重要。 

施策２６ 

多様な地域活動

への支援 

１ 

地域活動拠点の

整備 

 

 

ページ 45,46 

荻窪地域区民センターについては、改修工

事のスケジュール見直しに伴い修正する。

コミュニティふらっと高円寺南について

は正式名称が決定したことに伴い「（仮

称）」を削除する。 

（仮称）コミュニティふらっと上荻窪、 

（仮称）コミュニティふらっと宮前は設計

に着手することに伴い修正する。 

（仮称）コミュニティふらっとの設計 

 2025 年度 2026 年度 

修正案 仮称コミュニティ

ふらっと上荻窪 

設計 0.6 所 

 

仮称コミュニティ

ふらっと宮前 

設計 0.1 所 

仮称コミュニティ

ふらっと上荻窪 

設計 0.4 所 

 

仮称コミュニティ

ふらっと宮前 

設計 0.4 所 
 

ゆうゆう高円寺南館は、現在の場所から距離が遠く

なるため、高齢者の利用について考慮する必要があ

る。 

跡地利用について、公営での活用など意見を聞く機

会が必要。 

3 つの複合施設になることによって、図書館、保育園、

ゆうゆう館の機能が継承されるよう、年末からおこ

なっているパブリックコメントの結果を注視する必

要がある。 

 

杉並区区立施設マネジメント計画（第 1期）・第 1次実施プランも参照 

 

取り組み 修正の観点 主な修正箇所 党区議団の見解 

文化 スポーツ 文化を育み継承し、スポーツに親しむことのできるまち 

施策２７ 

多様な文化・芸

術の振興と多文

化共生・国内外

交流の推進 

３ 

多文化共生・国

内外交流の推進 

 

ページ 47,48 

令和 6 年度（2024 年度）に策定する「多

文化共生基本方針」を踏まえ、事業量の記

載及び注釈を修正する。 

 

多文化共生基本方針に基づく事業等の実施 

2025 年度 2026 年度 

多文化共生基本方針に基づく事業の実施・支援 

・やさしい日本語の普及啓発 

・日本語教育機会の確保 

・外国人生活講習会の実施 

・多文化共生拠点の設置検討 
 

現行２０２４(令６)年度～２０２６(令８)年度の３

か年計画で在住外国人支援事業多文化キッズサロン

の設置検討がされてきたが、キッズサロンは２０２

２(令４)年に実施されたため修正案ではこの記述を

削除。 

在外外国人が安心して生活できる等「多文化共生基

本方針」に基づいて進められることは重要。 

差別の問題に考慮し、人権等の配慮が重要。 

 

3．杉並区多文化共生基本方針（案） 
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２．杉並区総合計画－区政経営改革推進基本方針 

取り組み 修正の観点 主な修正箇所 党区議団の見解 

方針１ 

１ 

学校徴収金

の公会計化 

 

 

ページ1，２ 

学校給食費の公会計化を先行

実施し、その他の徴収金につい

ては引き続き検討する。 

当初、2025 年度に公会計化の「検討・試行実施」、2026 年度に「実施」だっ

たが 

・2025 年度は「学校給食費」について公会計化の「実施」 

・「その他の学校徴収金」については公会計化の「検討」と変更。2026 年度も

検討が続く。 

 

給食費の公会計化を前倒しで進めること

は重要。 

その他の徴収金について課題の整理と解

決が必要だが、教育費の無償化の観点か

ら、副教材等の保護者負担を軽減し、学校

への支払いを減らすことがその他の徴収

金の取り扱いを減らすことにもつながる。 

方針１ 

１ 

学童クラブ

おやつ代の

公会計化 

ページ 3，4 

「おやつの調達手法を含めた

全体的な見直しを図ることと

したこと」から、実施時期を修

正。 

 

当初、公会計かは 2026 年度から「実施」予定だったが、2026 年度は「実施

準備」となり、2027 年度「実施」に変更。 

 

「調達手法を含めた全体的な見直し」によ

って、提供されるおやつの質が低下するこ

との無いように。 

また、保護者負担が増えないよう取組を進

めることが必要。 

方針２ 

財政健全化

と持続可能

な財政運営

を確保する

ための基本

的な考え方 

ページ 5，6 

「（仮称）本庁舎改築基金」を創

設する 

「毎年度、施設整備基金に 40 億円以上積み立てる」ことに加え、「（仮称）本

庁舎改築基金」を創設し、当面 20 億円を積み立てる。積立額については、新

庁舎の規模や整備スケジュール等の具体化にあわせて見直す。 

 

方針２ 

２ 

財源の確保 

ふるさと納

税制度によ

る寄付の受

入れ 

ページ 7，8 

「地域経済の活発化に寄与す

る返礼品の拡充」に取り組む 

当初より「杉並版クラウドファンディング」で寄付の受入れを行っているが、

さらに「地域経済の活発化に寄与する返礼品の拡充」に取り組むことが追加さ

れた。 
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３．杉並区総合計画－杉並区協働推進計画（第 2次） 

取り組み 修正の観点 主な修正箇所 党区議団の見解 

方針１ 

協働提案制

度の実施 

ページ1，２ 

協働の取組をより地域の課題

解決に生かす仕組みとしてい

くための見直しを行う。 

「区政参画の促進と地域の課題解決力の向上を図る、より実効性のある制度に

していくため、令和 7 年度（2025 年度）から新規募集を一時休止」し、「公民

連携を推進するための新たな仕組み」の検討が追加された。 

 

 

４．杉並区総合計画―杉並区デジタル化推進計画（第 2次） 

取り組み 修正の観点 主な修正箇所 党区議団の見解 

方針１ 

１ 

行政手続の

オンライン

対応の推進 

 

ページ1，２ 

 

行政手続のオンライン対応の

取組を加速させ、行政のデジタ

ルサービス情報を集約したポ

ータルサイト構築の取組を追

加する。 

「法令上の制約がある手続等を除き、令和 8 年（2026 年）度末を目途に、原

則全手続がオンライン対応可能となるよう取り組む」こと、「オンライン申請を

はじめとした行政のデジタルサービス情報を集約したポータルサイトを構築

する」ことが追加された。 

行政手続きのオンライン化を進めること

は重要である。出来る限り利用者のオンラ

イン入力が簡素化され分りやすいシステ

ムを構築することが必要。 

また、インターネットに不慣れな方にも分

かりやすく使いやすいポータルサイトと

することが求められる。 

方針１ 

３ 

デジタル技

術を活用し

た保育サー

ビスの提供 

ページ 3，4 

 

病児保育室の予約システム導

入に係る取組を追加する。 

これまで電話での予約受付のみだった「病児保育」について、2025 年度から

インターネット上でリアルタイムでの空き状況の確認や利用予約を可能とす

るシステムを導入することが追加された。2026 年度から運用予定。 

利用する保護者の利便性の向上が期待で

きる。出来る限り、利用者にとって使いや

すいシステムとすることが必要。 

方針１ 

４ 

デジタルデ

バイド対策

の推進 

 

ページ 5，6 

申請、インターネットトラブル

などデジタルに関する様々な

相談ができる常設窓口設置の

取組を追加する。外国人や生活

困窮者への対応など幅広くデ

ジタルデバイド対策を行って

いく観点から、関係課等を追加

する。 

「機器の操作方法やオンライン申請、インターネットトラブルなどデジタルに

関する様々な相談ができる窓口を設置」が追加され、2024 年度に「検討」、2025

年度に「開設」、2026 年度に「運用」予定。 

また、「高齢者や障害者だけでなく、外国人や生活困窮者等への対応にも留意す

る」との文言も追加された。 

 

サイバー犯罪が増加するなか、デジタルに

関する相談窓口が設置されることは重要。

詐欺など犯罪に係る場合には、警察との連

携も行っていくことが必要。 

デジタルデバイド対策について、外国人、

生活困窮者等へも対象範囲を広げること

は重要。 
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方針２ 

１ 

デジタル技

術を活用し

たごみの収

集運搬業務

の効率化 

ページ 7，8 

ごみの収集運搬業務の効率化

を図るため、清掃事業のデジタ

ル化の取組を追加する。 

「集積所地図のデジタル化や収集ルートの自動作成、清掃車両へのタブレット

配備による収集情報の共有等の清掃事業のデジタル化」により、「ごみの収集運

搬業務の効率化を図る」ことが新規追加された。2024 年度に「検討」、2025

年度に「導入」、2026 年度に「運用・拡充検討」予定。 

 

方針２ 

３ 

行政のデジ

タル化推進

に向けた外

部人材等の

活用 

 

ページ 9，

10 

区のＤＸの取組を加速化させ

るため、民間企業等で活躍する

複業可能なデジタル人材活用

の取組を追加する。 

「専門的なスキルを持ち民間企業等で活躍する複業可能なデジタル人材の力

を内部に取り入れること」が追加された。 

「複業人材(※1)」について、2024 年度に「活用検討」、2025 年度に「活用」、

2026 年度に「活用」予定。 

※1 複業人材：同時に複数の本業に従事する働き方をする人材 
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５．杉並区総合計画—杉並区区立施設マネジメント計画（第 1期）・第 1次実施プラン 

■施設マネジメント計画 

取り組み 修正の観点 主な修正箇所 党区議団の見解 

24 ページ 

旧天沼会議

室別館の解

体 

施設の老朽化のため、旧天沼会

議室別館を令和７年度（2025

年度）に解体することに伴い修

正する。 

施設の老朽化のため、令和７年度（2025 年度）に解体。 

解体後の跡地の活用策については、今後検討。 

● 解体計画が出たことで区が放置せず活用

に踏み出そうとしていることは評価でき

る。 

● 「跡地の活用策については、今後検

討」とあるが、このエリアでの旧若杉

小跡地のワークショップでは多様な

要求が出ており、本格活用までにはま

だ時間がかかること、コミュニティふ

らっと本天沼に統廃合された集会施

設やゆうゆう館の需要は高いため、住

民参加での検討が必要。 

 

 

 

■施設マネジメント計画 

取り組み 修正の観点 主な修正箇所 党区議団の見解 

113 ページ 

杉 六 小 学

校・和田小

学校の改築 

 

「杉並区子どもの居場所づく

り基本方針」を踏まえ、小学校

の改築に合わせ学童クラブの

小学校内移転を検討 

杉六小学校の改築の際に、高円寺南児童館内の「高円寺南学童クラブ」 の

校内移転を視野に検討することを追加 

和田小学校の改築の際に、和田中央児童館内の「和田中央学童クラブ」 の

校内移転を視野に検討することを追加 

● 学童クラブが小学校内に移転すること

で、高円寺南児童館の一般利用スペースが

拡大することは重要。 

● ただし、前区政での詰込み学童クラブ方

針の結果、移転後の学童クラブは 100～

200 名の定員へと大規模化することが問

題だった。移転後も大規模化せずに、定員

を一定の人数に抑えるとともに、必要なら

ば近隣での第 2 学童クラブの設置などを

行うことが必要。 

 

114 ページ 

旧杉並第八

小学校の跡

地活用等 

スケジュールの見直しによる

複合施設の開設時期の変更。 

コミュニティふらっとと跡地

公園の名称確定。 

複合施設の開設時期 2025 年 3 月⇒4 月へ変更。 

コミふらと跡地公園の名称確定⇒「コミュニティふらっと高円寺南」、「すぎは

ち公園」 

● 杉八小跡地近隣の「ゆうゆう高円寺南館」

については、前・田中区政時代に計画が進

んでいたため、コミふらに機能継承する方

向で進められている。ただし、岸本区長の
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 もとで、コミふら開設後も最長 2 年間は暫

定活用することとされているが、その後も

「ゆうゆう高円寺南館」の存続させること

が、利用者などから求められており、そう

した声を区へと届ける必要がある。 

 

115 ページ 

高円寺中央

会議室の跡

地活用 

今回は変更なし コミふら高円寺南が整備されることから、2025 年 2 月末で廃止予定。跡地利

用は、児童相談所開設まで業務引継ぎのための執務スペースとして活用され

る。（変更なし） 

● 執務スペースとして利用した後の跡地利

用について、住民からの意見を聞く必要が

ある。 

追加 

高円寺駅前

図書サービ

スコーナー

の移転 

賃貸借契約期間満了に伴い移

転 

賃貸借契約期間満了に伴い、令和７年度（2025 年度）から、ゆうゆう高円寺

南館内のスペースに移転 

● 駅前から徒歩 2 分のゆうゆう高円寺南館

に移転。利用者にとっては多少遠くなる。

（2023 年度実績で 2 万 7,030 人、10 万

8,571 冊の利用） 

 

区立施設マネジメント計画 

 修正の観点 主な修正箇所 特徴と課題 

ゆ う ゆ う 高

井戸東館 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区立施設再編整備計画プラン

でゆうゆう高井戸東館を浜田

山会館等を転用して整備する

「コミュニティふらっと」に

機能継承する計画、浜田山会

館のケア２４の移転に対し、

利用者を中心に「距離が遠い

ので活動を継続できない」「狭

くても良いので今の場所に残

して欲しい」という声があり、

強い反対の声があがってい

た。 

今後も井の頭通り北側からの

利用者も見込まれること、そ

の利便性も考慮しゆうゆう高

井戸東館として改築。 

改築し在置 

改築工事期間中は、代替活動場所として高齢者活動支援センター、コミュニテ

ィふらっと成田、コミュニティふらっと永福、浜田山会館の活用を検討。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・意見交換会やオープンハウスなどでの

意見、地域住民の行動範囲を網羅して、施

設再編正義計画への反発を区側が考慮し、

繁栄さえた修正案となっていることは重

要。 
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高 井 戸 東 保

育園 

 

 

 

 

 

 

 

 

浜田山会館・

ケア 24 

 

 

改築し存置 

現在の敷地内に建てられる建物の大きさを再精査したところ、現在の規模より

若干小さくなるものの、保育施設に求められる基準を満たしたうえで、併設の

ゆうゆう東館の集会施設の延べ床面積も現在より若干減少するも、確保できる

ことがわかった。 

改築工事期間中は、通りを隔て若干遠くなるが、旧保育室浜田山東の跡地に仮

園舎を整備、仮移転する予定。解体を含む改築時期は、最短で現在在園中の０

歳児、１歳児、それぞれ４歳児、５歳児となる２０２８(令１０)年度を予定。 

※仮設園舎の活用後は幅広い活用の検討、区民ニーズを踏まえ別途検討。 

 

両館とも存置 

浜田山会館に、ケア２４を存置した上でコミュニティふらっとに転用しても、

現行以上の面積の確保ができない、コミフラには一部の集会室に高齢者団体優

先枠を設定するにも、浜田山会館の既存利用者への影響も懸念された。そのた

め、現行のホールを維持。 

 

・同敷地内に改築され在置されることは

重要。 

仮設園舎の活用後は幅広い活用の検討、区

民ニーズを踏まえ途検討されることが必

要。 

 

 

 

 

 

・区民の意見を反映し、現在の位置にケア

２４浜田山を存置することが利便性を保

つ上で適当であると考えられたことは重

要。 

西 宮 中 学 校

の 改 築 と 集

会 施 設 の 整

備 

 

大 宮 前 保 育

園 

宮 前 図 書 館

と さ ざ ん か

ス テ ッ プ ア

ップ教室「宮

前教室」 

ワークショップ等の意見を踏

まえた検討結果を計画に反映

することに伴い修正 

老朽に伴い、西宮中学校は改築し、仮称コミュニティふらっと宮前を併設する。

ゆうゆう大宮前館もコミュニティふらっと宮前に機能継承。 

 

 

 

既存園舎を解体し、ゆうゆう大宮前館の用地に整備。 

 

現地改築し、併設施設として現行通りに整備。 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒や保護者にアンケート調査した結果、

図書館との併設を希望する意見が多数寄

せられていた。 

さざんか宮前教室の改築工事期間中は急

富士見ヶ丘小学校跡地への仮移転を視野

に検討を進める。※その場合、かなり遠く

なるため精査が必要。 
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区立施設マネジメント計画 

 修正の観点 主な修正箇所 特徴と課題 

＜高円寺＞ 

p.30 

コ ミ ュ ニ テ

ィ ふ ら っ と

高円寺南（旧

杉八小跡地）

に関連して 

 

高 円 寺 南 ゆ

うゆう館 

 

 

高 円 寺 図 書

館 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2025 年 4 月～2026 年度ま

で最長２年間の暫定活用と跡

地活用検討 

 

高円寺図書館は 12 月末まで 

（予約受け取りと返却は１月

末まで） 

 

 

コミュニティふらっと高円寺南及び高円寺図書館の開設時期を令和７年

（2025 年）3 月から同年 4 月に変更すること及び、施設の正式名称が決定し

たことに伴う修正。 

・ゆうゆう高円寺南館はコミュニティふ

らっと高円寺南に機能継承することにな

っていたが、最長２年間の暫定活用となっ

たことは重要。駅から近いゆうゆう館であ

り、長年高齢者の活動の場として、情報共

有・交流の場として愛されてきた。コミュ

ニティふらっと内に機能継承できるもの

ではない。高齢の利用者からは、駅からコ

ミュニティふらっと高円寺南までは遠す

ぎて足が向かないということも、意見も説

明会の際に多数出ていた（高齢者の足では

現在の場所から徒歩 20 分）。暫定活用以

降もゆうゆう館としての存置を求め、要望

を届けることが重要。 

 

・高円寺図書館は、2025 年４月からコミ

ュニティふらっと高円寺南に移り、現在の

高円寺図書館は 2025 年 5 月から 2027

年 9 月まで光塩女子学園初等科の建替え

のための仮校舎として貸し出す予定。その

後の跡地活用については未定のため、地域

住民から地域に必要な施設の要望を届け

ることが重要。 

 

 

＜ 阿 佐 谷 地

域＞p.27 

杉 並 第 一 小

学 校 の 移 転

改築 

2024 年度に策定する予定の

「杉並区子どもの居場所づく

り基本方針」を踏まえ、杉並

第一小学校の移転改築に合わ

せて阿佐谷児童館内の阿佐谷

学童クラブを校内に移転整備

することに伴い修正する 

・移転改築に合わせて、阿佐谷児童館内の阿佐谷学童クラブを校内に移転整備 ・ 学童クラブの大規模が起きているた

め、国の基準の 40 人１クラブを遵守

した学童クラブの設置に向けて、改善

を要望する。 

 

・ 現在、阿佐谷地域区民センター内にあ

る阿佐谷児童館は「子どもの居場所づ
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 くり基本方針（案）」で存置が示されて

いることは重要。阿佐谷地域には児童

館が１つしかないため、この地域の児

童館を必ず守り、増やしていくことを

要望 

 

・杉一小の移転改築について 

新河北総合病院の開院が当初予定の2025

年 6 月から同年 7 月に変更になった。そ

の後、現在の河北総合病院の解体が始ま

り、土壌汚染調査などもおこなわれる。こ

れに関し、土壌汚染調査の方法や途中結果

等、区民への情報周知の徹底をおこなうこ

とを要望する。 

 

区立施設マネジメント計画 

 修正の観点 主な修正箇所 特徴と課題 

ゆうゆう館  

ゆうゆう館の再編について 

コミュニティふらっとに機能

を継承した上で廃止する取組

を計画的に進めてきた。しか

し、この取組には、賛同する

意見がある一方、計画化に当

たって 

・利用者や地域住民の意見聴

取が不十分であったこと等が

浮き彫りになった。 

新たな施設の再編等の取組を

通して、 

・多くの元気な高齢者のいき

がい・健康増進活動が必要 

・一人暮らし高齢者等の孤立

防止に資する高齢者の居場所

 ・ ゆうゆう館全館廃止方針は見直し。 

・ 一方、地域との協議によってゆうゆう

館として存置されるか？コミュニテ

ィふらっとに機能移転されるか、地域

住民が選択する状況。 

・ ゆうゆう館として存置される場合は、

空き枠を登録外の高齢者団体も利用

できるように改正。多世代が使いやす

いようにも。 

・ コミュニティふらっとに「老人福祉

法」や杉並区立高齢者活動支援センタ

ー及びゆうゆう館条例に定められた

高齢者の福祉の増進に関する各機能・

事業を位置付ける方向。 

・ コミュニティふらっとに機能移転後

は、６０歳以上高齢者が使用する場合

は無償とする。 
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（家庭や職場ではない第三の

居場所） 

・多世代交流を含む、多様な

活動の機会や活躍の場を適切

に提供。 

・ 岸本区政のもとで、ゆうゆう天沼、方

南が廃止。高円寺南は当面維持。 

※各地域は担当議員より 

ゆうゆう西荻北は存置。 

ゆうゆう上荻窪は廃止し、コミュニティふ

らっとに転換。 

 

 

 

柿木 

図書館 

 

四宮保育園 

 

ゆ う ゆ う 四

宮館 

 

四 宮 区 民 集

会所 

・柿木図書館及び四宮保育

園・ゆうゆう四宮館について

は、築 50 年を経過。 

施設の老朽化が進んでいるこ

とから、改築に向けた検討を

進める。 

 

検討期間 

令和７年度（2025 年度）～

令和８年度（2026 年度） 

・仮に四宮保育園が現在と同じ場所・定員で改築する場合、現在の基準に当て

はめると必要諸室の規模が大きくなる等、延床面積が増加する見込み。 

これにより、現在の環境と比較して、園庭が狭くなる、他の施設を併設する場

合は、その延床面積が狭くなるなどの状況が生じる可能性がある。 

・検討に当たっては、改築工事期間中の代替場所等の対応や複合化の必要性等

も含め、ワークショップ等を開催し、区民の皆さんの意見を聞きながら、解決

策（更新方法等）を共に検討。 

 

・  
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